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▼
介
護
保
険
法
改

悪
法
案
が
衆
議
院

で
わ
ず
か
22
時
間

で
参
議
院
で
の
審

議
に
移
り
ま
し
た

▼
問
題
点
の
一
つ

は
介
護
、
医
療
、

社
会
福
祉
な
ど
性

格
の
異
な
る
31
本
の
法
案
の

一
括
処
理
。
二
つ
目
は
２
０

１
５
年
の
改
悪（
特
養
へ
の

入
所
制
限
、
利
用
料
２
割
負

担
）で
の
介
護
困
難
の
実
態

を
放
置
し
た
ま
ま
改
悪
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

三
つ
目
は
３
割
の
利
用
料
負

担
▼
２
０
１
５
年
の
改
悪
で

特
養
の
待
機
者
は
帯
広
市
で

２
０
１
３
年
１
，
０
８
４
人

か
ら
２
０
１
６
年
８
９
２
人

と
１
９
２
人
が
減
少
し
ま
し

た
。
要
介
護
Ⅰ
か
ら
要
介
護

Ⅲ
へ
の
入
所
基
準
引
き
上
げ

の
影
響
で
す
▼
２
０
１
７
年

４
月
か
ら
要
支
援
の
通
所
介

護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）と
訪
問

介
護（
ヘ
ル
パ
ー
）が
自
治
体

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス（
新
総
合

事
業
）に
移
行
さ
れ
ま
し
た

▼
利
用
料
金
の
引
き
下
げ
で

事
業
の
統
合
や
閉
鎖
・
撤
退

し
た
事
業
所
も
で
ま
し
た
▼

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
制
限
や
介

護
の
質
の
低
下
や
安
全
性
へ

の
不
安
な
ど
懸
念
の
な
か
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
▼
高
齢
化

が
進
行
し
、「
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
」た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
勿
論

十
勝
の
友
の
会
で
も「
ひ
と

声
掛
け
見
守
り
活
動
」や「
居

場
所
づ
く
り
活
動
」が
旺
盛

に
行
わ
れ
て
い
る
▼「
ち
ょ

っ
と
し
た
支
援
」を
目
的
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
え
が
お
も
３
年
目
を

迎
え
ま
し
た
▼
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
は
憲
法
２
５
条
で
保
障
さ

れ
た
権
利
で
す
。
こ
ん
な
時

だ
か
ら
十
勝
勤
医
協
・
友
の

会
の
出
番
！ 

（
鉄
）

名　前 専門等 出　身 資格など

深町　知博 院　長 難病
リウマチ 旭川医科大学

リウマチ学会  リウマチ専門医
日本内科学会  認定内科医
日本プライマリケア連合学会  認定指導医
日本医師会認定産業医

瀬川　高志 副院長 腎臓
糖尿病 旭川医科大学 日本プライマリケア連合学会  認定指導医

日本老年医学会  高齢者医療研修会終了

舘野　知己 総　合 北 海 道 大 学

浅沼　建樹 消化器 北 海 道 大 学 日本医師会認定産業医

田村　　久 呼吸器 札幌医科大学
日本呼吸器学会専門医・指導医
日本内科学会  認定内科医
日本医師会認定産業医

十勝勤医協帯広病院 医師紹介 2017年５月現在 診療体制のお知らせ

十
勝
勤
医
協
帯
広
病
院
は

高
齢
者
に
や
さ
し
く
、
安
心
し
て
か
か
れ
る

医
療
機
関
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

月 火 水 木 金 土

午前

深町 深町（予約） 深町 深町（予約） 深町 深町

瀬川 瀬川 瀬川（予約） 瀬川 瀬川（予約） 瀬川高志

舘野（予約） 浅沼 舘野 舘野 舘野
千葉（第１週）
松原（第３週）

田村（１・３・５週） 田村（１・３・５週）
※第２、第４土
曜日は休診

午後

浅沼

深町
訪問
診療

深町（14～16時） 浅沼
訪問
診療深町（14～15時）

※16時から医師が変更 田村
（１・３・５週）

夜間
担当医は毎週変更
になります

受付時間／午前：７時～11時30分（診療開始は９時）　　午後：11時30分～16時30分（診療開始は14時）
　　　　　夜間：16時30分～19時（診療開始は17時）

夜
間
診
療
を

夜
間
診
療
を

  

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

お
仕
事
な
ど
で
日
中
に

受
診
出
来
な
い
方
は
夜
間

診
療
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

帯
広
病
院
で
は
毎
週
木
曜

日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

健
康
診
断
も
可
能
で
す
。

 （
受
付
時
間 

16
時
30
分
～
19
時
）

訪
問
診
療
・
患
者
送
迎
に

訪
問
診
療
・
患
者
送
迎
に

つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

帯
広
病
院
で
は
通
院
が

困
難
で
在
宅
で
の
療
養
を

希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
て

訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
家
用
車
で
の

通
院
が
心
配
に
な
っ
て
き

た
方
や
交
通
手
段
に
お
困

り
の
方
な
ど
を
対
象
に
無

料
送
迎
も
行
っ
て
い
ま
す
。

窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〜
無
差
別
平
等
の
地
域
包
括
ケ
ア
を
支
え
る
最
前
線
と
し
て
〜

　

十
勝
勤
医
協
帯
広
病
院
は
、

地
域
住
民
、
地
域
社
会
と
密

着
し
、
法
人
内
の
在
宅
部
門
・

施
設
部
門
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
、
地
域
の
事
業

所
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
高

齢
者
を
総
合
的
に
診
て
い
る

医
療
機
関
で
す
。
内
科
系
急

性
期
疾
患
へ
の
対
応
は
も
ち

ろ
ん
、
リ
ハ
ビ
リ
機
能
を
も

ち
、
急
性
期
治
療
後
、
在
宅

ま
で
の
間
の
療
養
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
、
ま

た
、
終
末
期
の
看
取
り
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。
外
来
で

は
慢
性
疾
患
医
療
や
在
宅
医

療
、
健
康
診
断
な
ど
で
最
も

身
近
な
医
療
に
か
か
わ
り
、

事　務

病棟看護師 外来看護師 医　局

技術（薬剤師・放射線技師・臨床検査技師・理学
療法士・作業療法士・管理栄養士・調理師）

＊十勝勤医協の医療・介護ネットワーク

友
の
会
と
共
に
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
医
療
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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２
０
１
７
平
和
大
行
進

２
０
１
７
平
和
大
行
進

を
知
る
事
、
専
門
家
、
マ
ス

コ
ミ
の
報
道
等
を
鵜
呑
み
に

し
な
い
事
、
無
関
心
は
庶
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
上
で
、

大
敵
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ろ
げ
な
が
ら
で
も
わ
か
っ
て

い
ま
す
か
」
と
、
質
問
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ｙ
ｅ
ｓ

と
言
っ
て
く
れ
た
人
は
誰
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。　

　

憲
法
27
条
・
28
条
に
基
づ

い
て
労
働
基
準
法
、
労
働
組

合
法
が
作
ら
れ
、
団
体
交
渉
・

団
体
行
動
を
す
る
権
利
が
あ

る
と
い
う
事
を
、
殆
ど
の
労

働
者
・
中
小
企
業
経
営
者
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
は
現
在
も
変
わ
っ
て

い
な
い
よ
う
に
思
う
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
・
過
労
死
す
る
ほ

ど
な
ぜ
働
か
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
。
明
治
～
終
戦

ま
で
、
日
本
が
ア
ジ
ア
で
国

内
で
何
を
し
て
き
か
、
そ
の

上
に
現
憲
法
が
作
ら
れ
て
い

る
事
を
学
び
、
歴
史
的
事
実

　

平
気
で
約
束
を
破
る
・
嘘

を
つ
く
・
相
手
の
気
持
ち
を

考
慮
し
な
い
・
自
分
本
位
で

上
目
目
線
で
の
言
動
は
、
ど

ん
な
に
社
会
的
・
組
織
的
に

上
に
い
る
人
で
も
、
信
用
で

き
な
い
と
思
う
。
安
倍
政
権

の
首
相
・
閣
僚
達
の
よ
う
に
。

19
歳
で
個
人
加
盟
の
労
働
組

合
に
加
入
以
来
35
年
程
労
働

組
合
運
動
に
携
わ
っ
て
き
て

の
想
い
で
す
。
足
寄
で
50
名

ほ
ど
の
人
達
に
、
憲
法
の
前
文
・

９
条
に
つ
い
て
「
ど
ん
な
事

が
書
か
れ
て
い
る
か
、
お
ぼ

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
か
ら
開
会
宣
言
、
実
行
委

員
長
あ
い
さ
つ
が
初
め
に
行

わ
れ
、
デ
モ
行
進
で
は
、
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
集
会

の
中
の
決
意
表
明
で
は
、
日

本
共
産
党
十
勝
地
区
委
員
会
、

帯
広
民
主
商
工
会
、
十
勝
原

発
連
等
の
各
団
体
よ
り
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
拡
大
し

た
格
差
や
貧
困
と
ど
う
戦
っ

て
い
く
か
、
労
働
者
の
暮
ら

し
最
優
先
の
政
治
へ
ど
う
転

換
し
て
い
く
か
、
非
正
規
雇

用
労
働
者
が
４
割
を
超
え
過

労
死
が
後
を
絶
た
な
い
中
、

地
域
ケ
ア
会
議
の
報
告
事
例

か
ら

　

Ｔ
さ
ん
は
40
代
男
性
、要

介
護
１
。30
代
で
意
識
障
害

を
わ
ず
ら
い
離
職
。息
子
さ

ん
と
２
人
暮
ら
し
で
す
。こ

の
ご
ろ
は
、ま
た
働
い
て
自

活
し
た
い
、と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
す
が
、初
老
期
の
認

知
症
、理
解
、判
断
力
に
波
が

あ
り
、買
い
物
な
ど
の
家
事
、

定
期
通
院
の
支
援
が
必
要
な

状
況
で
す
。「
お
金
が
無
い
」

「
働
か
な
く
ち
ゃ
」と
い
う

訴
え
に
、ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
良
い
の
か
迷
う
事
例
で

す
。状
況
を
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
「
地
域
ケ
ア
会
議(

ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
会
議)

」

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。包
括
の
職
員
に
よ

り
最
も
適
切
な
出
席
者
が
集

め
ら
れ
、今
回
は
就
労
支
援

施
設
、障
害
者
支
援
セ
ン
タ

医療・介護の現場から

シリーズ81

ー
、行
政
職
員
が
参
加
。障
害

分
野
の
専
門
職
か
ら
の
助
言

や
具
体
策
の
提
案
が
得
ら
れ

て
い
ま
す
。事
例
を
提
出
し

た
職
員
か
ら
は
「
介
護
と
障

害
の
併
用
な
ど
の
制
度
活
用

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

た
」「
連
携
窓
口
が
明
確
化
さ

れ
た
」「
先
が
見
え
て
き
て
、

気
持
ち
が
軽
く
な
っ
た
」と

の
感
想
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
験
豊
か
な
ケ
ア
マ
ネ
で
あ

っ
て
も
、既
存
の
制
度
や
社

会
資
源
、過
去
の
経
験
だ
け

で
は
、利
用
者
の
困
難
に
対

応
で
き
な
い
状
況
が
増
え
て

い
ま
す
。こ
の
会
議
の
活
用
は
、

今
回
で
４
事
例
目
。今
後
も
、

担
当
分
野
や
領
域
に
と
ら
わ

れ
な
い
、幅
広
い
連
携
と
学

び
で
、利
用
者
の
困
難
に
向

き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

白
樺
在
宅
総
合
セ
ン
タ
ー

　

 

宮
田
哲
郎

シリーズ

がが
ああぶぶなないい

足寄友の会
事務局

田利 政文

第第
8888
回
メ
ー
デ
ー
帯
広
集
会

回
メ
ー
デ
ー
帯
広
集
会

今
こ
そ
最
低
賃
金
時
給
１
，

０
０
０
円
以
上
、
８
時
間
働

け
ば
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る

働
く
ル
ー
ル
の
確
立
、
デ
ィ

ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
に

向
け
た
新
た
な
た
た
か
い
に

踏
み
出
す
心
構
え
、
憲
法
破

壊
の
異
常
な
政
治
と
ど
う
対

峙
し
て
い
く
か
等
が
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。
戦
争
す
る
国
づ

く
り
、
企
業
中
心
の
国
づ
く

り
へ
暴
走
す
る
安
倍
政
権
と

対
決
し
、
憲
法
を
い
か
し
平

和
と
民
主
主
義
、
人
間
ら
し

く
生
き
続
け
ら
れ
る
社
会
の

実
現
の
必
要
性
と
そ
れ
を
め

ざ
す
決
意
を
、
全
参
加
者
確

　

『
核
兵
器
の
全
面
禁
止
を

求
め
て
と
も
に
歩
こ
う
広
島
・

長
崎
へ
』
を
合
言
葉
に
、
今

年
も
５
月
６
日
、
全
国
の
基

点
か
ら
原
水
爆
禁
止
国
民
平

和
大
行
進
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
道
東
の
根
室

か
ら
出
発
し
た
通
し

行
進
者
が
、
11
日
に

帯
広
に
到
着
、
歓
迎

集
会
が
市
内
の
中
央

公
園
西
側
で
、
約
70

名
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
歓
迎
集

会
で
は
、
実
行
委
員

長
の
挨
拶
を
皮
切
り

に
、
今
年
の
通
し
行

進
者
の
挨
拶
、
十
勝

網
の
目
平
和
行
進
の

報
告
、
加
盟
団
体
や

昨
年
の
世
界
大
会
代
表
派
遣

団
の
団
長
か
ら
の
歓
迎
の
挨

拶
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

本
部
の
池
田
係
長
に
よ
る
「
集

会
決
議
」
の
提
案
が
拍
手
で

承
認
さ
れ
た
後
、
通
し
行
進

者
を
先
頭
に
、
列
を
作
っ
て

市
内
を
元
気
に
行
進
、『
な

く
そ
う
核
兵
器
』『
つ
な
ご

う
被
爆
者
の
願
い
』『
核
兵

器
禁
止
条
約
締
結
を
』
等
を

訴
え
る
、
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク

を
行
な
い
ま
し
た
。

柳
町
医
院
検
査
主
任

 

　

栗
山
秀
樹

　

５
月
１
日（
月
）、
全
国
各

地
で
メ
ー
デ
ー
集
会
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
十
勝
・
帯
広
で

も
、
帯
広
駅
北
多
目
的
広
場

で
帯
労
連
加
盟
の
各
団
体
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
団

体
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

認
す
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
部
組
織
部　

池
田
大
輔
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sssssssssssssssss
看護師

　これからの日本は高齢化が進み、２人に１人が癌になり、３人に１

人が癌で亡くなる多死社会に突入します。さらに医療費抑制政策のた

め、病院のベッド数が削減され、全国的には2040年には49万人の看取

り場所が不足する見込みとなっており、簡単に入院することができな

い時代がやってきます。

　昔は自宅で最期を迎える方が多かったのですが、1976年頃から病院

で亡くなる方が多くなり、身近で看取りの体験することがなくなりま

した。病院で最期の時を迎えるのが当たり前という状況となり、多く

の人が自分がいつかは必ず迎える命の終焉を意識していず、死という

ものを否認する社会的状況や文化が残っていることは否めないと思い

ます。しかし、人は生まれたら必ず最期の時を迎えます。人生の終末

期をどこで過ごすのか？　選択肢のひとつとして、今回は『在宅での

終末期』について考えてみましょう。

◎父親の看取りから

　一昨年前、私自身も父を自宅で看取りました。次第に食事が食べら

れなくなっていく父に対して、父とも相談し連日の点滴を続けていま

したが、主治医の『そろそろ連れて帰った方が良い』の一言で在宅療

養が始まりました。寝たきりになってから１ヶ月ほど入浴出来なかっ

た父を、お風呂に入れてあげたいと思い、すぐに入浴サービスを利用

しました。お風呂が大好きだった父は心地よい介助に終始御満悦でし

た。体調が変化し今後の事についての話し合いをするたびに心が揺れ

動きましたが、父が辛くないことを一番に考えて選択することができ

たと思います。在宅療養中も穏やかな日々を過ごした数日後、母と子

供や孫に見守られ父は苦しむことなく静かに息を引き取りました。父

の命のバトンが家族に繋がれた静かな時間でした。最初は娘に負担を

かけたくないという思いから在宅療養を反対していた母も父親の穏や

かな死を経験してから“あんな風に逝けたらいいよね”と話すように

なり、母の気持ちにも変化がみられました。

◎在宅での終末期 ～ 今までの支援を通して学んだこと ～

■静かな環境と住み慣れた生活の場で、家族の一員として自分らしく

居られる。

■人間としての尊厳が大切にされ、本人の希望や家族の意思を最大限

尊重することができる。

■日々の介護を通して家族の絆も深まり、家族間での『想い出』が増

える。

■家族にとっても肉体的・精神的な負担が入院中よりも少なくなる場

合もある。

■家族がやれる範囲での介護を精一杯行うことで、亡くなってからの

後悔が少なくなる。

■家族の満足度が高い。

　在宅の看取りは自然で最期まで当り前の生活を送ることが出来ます

が、実際に「家に連れて帰る」ことは家族にとっては大きな決断であ

り、周囲の支えがあってこそ乗り切れるものだと思います。退院後、

自宅での生活が気になり訪問すると“はじめは不安だったけど連れて

帰ってきて良かった”という方が殆どで、日々の介護を通して沢山の

エピソードを楽しそうに語られる御家族の姿に安堵したものです。自

宅での看取りの経験は、残された御家族にとっても生活の延長線上に

ある自然なプロセスとして「いのち」が引き継がれることの大切さを

学ぶ機会となります。お亡くなりになられた方達の一人ひとりが『も

のがたりの主人公』であり、その最終章に関わる私たち看護師の役割

の大きさを感じます。これからは“医療者”と“患者さん”という立

場ではなく“一人ひとりが尊厳を持ち生活している人”として向き合

い支えていくことが大切だと思います。多くの御家族は看取りが初め

ての経験です。私たちは御家族が安心して御本人に寄り添えることや、

御家族の心の準備ができるように支えていくお手伝いをしていきたい

と考えています。

人生の最期の過ごし方について 

～在宅で迎える終末期～

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

回
転
寿
司　

ま
つ
り
や
に

行
っ
て
き
ま
し
た
～
!!

すずらんすずらん

　

４
月
11
日
か
ら
の
４
日
間

の
昼
食
の
時
間
に
新
し
く
移

転
し
た
音
更
町
の
回
転
寿
司

ま
つ
り
や
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、
柳
町

医
院
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
協
力

を
得
て
、
参
加
人
数
は
利
用

者
さ
ん
延
べ
32
名
。　

　

要
介
護
４
の
90
代
Ａ
さ
ん
は
、

常
時
車
イ
ス
生
活
。
肺
炎
を

繰
り
返
し
、
食
欲
も
低
下
さ
れ
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
昼
食
は
、

他
の
方
の
量
と
比
べ
て
½
程

少
な
い
昼
食
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
Ａ
さ
ん
も
回

転
寿
司
で
は
、
イ
ク
ラ
、
マ

グ
ロ
、
ホ
タ
テ
、
茶
碗
蒸
し

を
完
食
さ
れ「
お
腹
い
っ
ぱ
い
」

と
笑
顔
で
お
食
事
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
足
が
不
自

　

５
月
11
日（
木
）地
域
無
料

健
康
相
談「
オ
ビ
ロ
ビ
」を
開

由
で
歩
く
の
も
大
変
な
一
人

暮
ら
し
の
Ｂ
さ
ん
は「
く
じ

ら
の
お
寿
司
を
食
べ
て
元
気

モ
リ
モ
リ
出
た
。
歩
く
の
が

楽
だ
！
」
と
普
段

食
べ
ら
れ
な
い
く

じ
ら
を
食
べ
て
大

変
喜
ば
れ
て
お
り

ま
し
た
。
他
に
も

「
大
好
き
な
ホ
タ

テ
を
４
皿
食
べ
た
」

「
全
部
で
20
皿
食

べ
て
き
た
」「
孫
に

お
土
産
を
買
っ
て

行
き
た
い
」な
ど
、

皆
さ
ん
と
て
も
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

す
ず
ら
ん
で
は
、

毎
月
外
出
レ
ク
リ

催
し
ま
し
た
。「
オ
ビ
ロ
ビ
」

は「
お
び
ひ
ろ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」

の
略
称
で
す
。
帯
広
市
健
康

推
進
課
の
健
康
運
動
指
導
士

長
谷
川
昌
二
氏
を
迎
え
て
、

楽
し
く
運
動
を
し
ま
し
た
。

　

白
樺
医
院
で
は
毎
月
第
２

木
曜
日
に
地
域
無
料
健
康
相

談
を
開
催
。
時
間
は
午
後
３

時
～
４
時
、
場
所
は
白
樺
医

院
待
合
室
で
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
下

さ
い
。

エ
ー
シ
ョ
や
行
事
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
利
用

者
さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
け
る

よ
う
な
、
行
事
や
外
出
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
を
職
員
一
同
で

行
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
無
料
健
康

相
談
の
予
定

〇
６
月
８
日（
木
）　

茶
話
会

「
自
分
ら
し
い
最
期
を
迎
え

る
た
め
に
」

講
師　

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

　

二
瓶
弘
美
師
長

〇
７
月
13
日（
木
）「
振
り
込
め

詐
欺
の
被
害
と
防
止
策
」

講
師　

帯
広
消
費
生
活
ア
ド

バ
イ
ス
セ
ン
タ
ー　

相
談
員

　

櫻
井
智
恵
氏

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》　

　

十
勝
勤
医
協
白
樺
医
院　

　

担
当
坪
内　

　

電
話（
０
１
５
５
）

　
　
　

３
８

-

３
５
０
０

白
樺
医
院
で
地
域
無
料
健
康
相
談

「
オ
ビ
ロ
ビ
」
で
楽
し
く
運
動

白樺医院白樺医院

奮闘記看護師
奮闘記

★★★
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【
音
更
東
】
菅
原　

一
晴

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
〇
九
五

【
音
更
西
】
増
田　

浩
毅

 

〇
一
五
五

－

三
〇

－

八
八
六
〇

【
音
更
南
】
坂
本　

恵
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

六
二
六
三

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

 

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
成
沢
せ
い
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

五
九
〇
三

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
吉
田　

清
治

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

八
六
一
〇

【
本　

別
】
加
藤　

孝
一

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

四
八
二
二

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
加
藤　

み
ち

 

二
三

－

六
三
一
八

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

 

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【
啓　

北
】
内
田　
　

豊

 

三
六

－

三
八
一
八

【　

栄　

】
及
川　

洋
子

 

〇
九
〇

－

五
二
二
二

－

三
八
三
二

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
清
水
美
喜
子

 

三
七

－

二
七
二
八

【
西　

南
】
田
所　

豊
之

 

二
二

－

七
五
八
三

【
緑
ヶ
丘
】
片
石　

祐
一

 

三
三

－

一
四
四
三

【
白　

樺
】
高
宮　
　

裕

 

三
四

－

一
八
八
二

【
新　

緑
】
千
田　

濱
子

 

二
一

－

四
四
〇
八

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

 

四
八

－

六
九
五
一

【
大　

空
】
畑
中　

庸
助

 

〇
八
〇

－

四
五
〇
〇

－

九
三
六
六

【
川　

西
】
伊
沢
佐
恵
子

 

六
〇

－

二
五
〇
六

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

 

六
四

－

五
九
五
三

認

状 □ 券

書

学

答 □ 題

質

形

体 □ 間

種

声

起 □ 召

呼

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

生

き

生

き

生

き

生

き

広

場

広

場

☎☎
〇
一
五
五

〇
一
五
五--

二
一
二
一--

四
一
四
四

四
一
四
四

頭

の

体

操

【
ヒ
ン
ト
】

　

偽
証
罪
か
も

【
答　
　

え
】

　

□
□
□
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
、
左
記
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。

【
宛　
　

先
】

○
郵
送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　

品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

６
月
20
日（
当
日
消
印
有

効
）。
発
表
は
第
３
９
９
号（
８

月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
３
９
５
号
の
当
選
者
】

答
え
は「
野
党
共
闘
」で
し
た
。

　

応
募
総
数
93
通
、
正
解
者

91
通
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、

次
の
10
人
の
方
が
当
選
し
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

木
下　

雅
紀　

黒
川
弘
子

真
田
由
美
子　

堀
井
文
子

宮
尾　

玲
子　

（
帯
広
市
）

翠　
　

裕
司　

（
音
更
町
）

遠
山　
　

薫　

（
幕
別
町
）

長
瀬
し
げ
子　

（
士
幌
町
）

平　

佐
智
子　

（
広
尾
町
）

永
井　

清
彦　

（
標
茶
町
）

次
の
□
の
中
に
二
字
熟
語
が
で
き
る
よ
う
に
漢
字
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
□
に
入
っ
た
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
る
と
答
え
に
な
り

ま
す
。

　

出
題
者
は
村
上
礼
二
郎
さ
ん（
帯
広
市
）で
す
。

緑
西
友
の
会

新
緑
友
の
会

今
年
も
緑
西
の
朝
ウ
ォ
ー
ク 

 
を
元
気
に
開
催

第
15
回

 

総
会
を
終
え
て

　

運
動
不
足
解
消
の
た
め
に

と
始
め
た
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
今
年
で
4
年
目
で
す
。

　

朝
６
時
は
主
婦
に
と
っ
て

参
加
し
に
く
い
時
間
で
は
あ

り
ま
す
が
、５
～
６
人
で
週

２
回
水
曜
日
・
金
曜
日
に
元

気
よ
く
歩
い
て
い
ま
す
。

　

雪
が
解
け
て
花
が
咲
い
て
、

か
わ
い
い
リ
ス
の
走
り
回
る

を
様
子
を
楽
し
み
秋
に
な
る

と
桑
の
実
が
み
の
る
、そ
ん

　

４
月
27
日（
木
）緑
ヶ
丘
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、友

の
会
連
絡
会
山
本
会
長
さ
ん
、

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
山
本
事

務
長
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、

参
加
の
30
名
と
議
案
書
に
従

っ
て
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、総

会
は
役
員
全
員
み
な
緊
張
し

ま
す
。「
進
行
」「
議
長
」「
会
長
」

と「
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
」を
頑

張
り
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。総
会
が
終

わ
る
と
、ほ
っ
と

一
息
交
流
の
時
間

で
す
。「
お
菓
子
」

「
飲
み
物
」等
会
員

さ
ん
が
好
き
な
も

の
を
考
え
て
購
入

す
る
の
も
楽
し
い

も
の
で
す
。ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
も
あ
り

そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し

み
ま
し
た
。会
員

さ
ん
か
ら
の
差
し

入
れ
も
あ
り
、話

に
花
が
咲
き
楽
し

く
交
流
が
出
来
ま

し
た
。会
員
さ
ん

が
、新
会
員
さ
ん

を
２
名
紹
介
し
て

な
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
楽

し
み
な
が
ら
今
年
も
11
月
ま

で
歩
き
ま
す
。

【
緑
西
友
の
会

 

村
上
久
美
子
】

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

上
士
幌
友
の
会

ふ
ま
ね
っ
と
＆
お
食
事
会

　

楽
し
い
と
好
評

　

５
年
前
か
ら
始
め
て
、
現

在
、
月
１
回
、
４
か
所
で
行

っ
て
い
ま
す
。
間
違
っ
て
は

大
笑
い
。
ス
テ
ッ
プ
「
ど
ん

ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」
で
は
、
全

員
参
加
で
の
交
差
が
ピ
タ
ッ

と
決
ま
っ
た
時
は
、「
ま
る

で
日
体
大
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
み
た
い
」
と
自
分
達
の
演

技
に
拍
手
。
最
高
零
九
一
歳

の
方
も
ま
す
ま
す
元
気
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

お
食
事
会
は
、
１
か
所
だ

け
で
す
が
、
５
月
６
日
は
、

山
で
採
っ
た
ば
か
り
の
ク
レ

ソ
ン
の
天
ぷ
ら
や
ギ
ョ
ウ
ジ

ャ
ニ
ン
ニ
ク
の
和
え
物
な
ど
、

10
種
類
も
登
場
し
ま
し
た
。

お
ふ
く
ろ
の
味
～
最
新
料
理

こ
れ
ま
た
美
味
し
い
と
評
判
。

「
み
ん
な
健
康
で
長
生
き
」

の
輪
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
町
の
健
診
（
今
年

か
ら
18
歳
以
上
が
無
料
）
と

大
腸
が
ん
検
診
も
み
ん
な
で

受
診
し
よ
う
と
声
を
掛
け
合

っ
て
い
ま
す
。

【
上
士
幌
友
の
会

 

山
本　

和
子
】

く
れ
て
嬉
し
さ
も
倍
に
な
り
、

元
気
な
世
話
人
さ
ん
も
３
人

増
え
自
分
の
力
に
応
じ
た
宅

配
数
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、若
い
人
た

ち
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。一
人
の
持
ち

場
を
二
人
で
処
理
し
た
り
、

工
夫
を
重
ね
細
く
長
く
続
く

よ
う
世
話
人
で
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。

【
新
緑
友
の
会 

　

千
田
濱
子
】


